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○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○補助事業の収支状況
助　　成　　金

市
事業収入

24
(決算)

700 700

25
(決算)

796 796

収

入

支

出

11 720

518 5 988

年　度 人件費

23
(決算)

579

負担金等

688

事務費 事業費

25
(決算)

300 145 355

27
(決算)

年　度 会　費

300 30

300 214 195

24
(決算)

26
(決算)

26
(決算)

27
(決算)

300 30 250
23

(決算)

計

579

688

977 977

上部団体

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

第２７回恵山ごっこまつり開催補助金

団　体　名

助成の根拠既定等

(条例・規則・要綱等)

(単位：千円)

内　　容
イベント
・海鮮特産品即売会

　恵山地域を代表する魚「ごっこ」を広くPRし，主に地域内でしか消費されていなかった
「ごっこ」の販路拡大および冬期間の観光客誘致を促し，地域の活性化に寄与する。

　冬期間に減少する観光客を誘致し，地域の活性化と発展に寄与した。

繰越金

平成２年度
開　始

年　度

恵山ごっこまつり実行委員会

函館市補助金等交付規則

計

370 1 701

1 801

その他

580

300 165
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○基本的視点の再チェック

※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

第２７回恵山ごっこまつり開催補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

５ 前年度繰越金は生じていないか
事業収入があるため，繰越金が生じているが，
補助対象経費に係る繰越金は生じていない。

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保しているか）

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

実施内容について，運営が困難となっているこ
とがらもあり，見直しについて関連団体と協議
する。

７ 経常経費の節減に努めているか

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

積算基準は決められていない。
今後は同様のイベントなどを参考に積算基準を
策定する。

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内であ
る

２
必要性（補助しなければならない事業
であるか）

市の広域観光施策とリンクしたイベントとして
期待できるため，必要である。

３
自主性（自主自立に向け努力している
か）

自主財源の確保に努めている。

４
有効性（他の手法ではなく補助するこ
とが，施策目的実現に最適か）

事業の性質的に市が委託にて行うものではない
ため，現在の方法が最適である。

１

公益性
（明確な公益性があるか）

恵山地域を代表する「ごっこ」を広くPRし，販
路拡大に貢献しているほか，観光客が少ない冬
にイベントを実施する事により，地域の活性化
に貢献している。

　①広く市民生活の向上に貢献
  する事業

　②市民ニーズが高い事業
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○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

　平成３０年度

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

平成　３０　年度 終期到来時に再検討 平成　３０　年度

○測定方法　駐車車両台数にてカウント
・駐車車両台数　道の駅駐車場と，臨時駐車場にセンサーを設置し駐車車両を測定し，
　　　　　　　　１台につき乗車人数割合（道の駅レジカウント数／道の駅駐車台数）を乗じてカウン
ト。
○具体的な目標値　1,500人（前年度実績ベース）

平成２３年度実績　・来場者数　　１，５９４人
平成２４年度実績　・来場者数　　１，７２７人
平成２５年度実績　・来場者数　　１，５１１人（H26.2.9）
平成２６年度実績　・来場者数　約１，５００人（H27.2.8）
平成２７年度実績　・来場者数　　　約８００人 (H28.2.14)　　※悪天候のため実施時間が１時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 程度であり来場者数が減少。

PR活動による販路拡大や冬期間の観光客誘致により，地域
活性化に一定の効果をあげている。

現行のまま補助を継続
漁の不調からイベント経費が不安定となっているた
め，経費とイベント内容について見直しを図る。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他

補 助 金 名
（交付金名）

第２７回恵山ごっこまつり開催補助金


